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奥出雲たたらと刀剣館 10:00-17:00
島根県仁多郡奥出雲町横田1380-1 ☎0854-52-2770

主催：奥出雲町／奥出雲たたらブランド推進会議 共催：鉄の道文化圏推進協議会

〔島根県奥出雲町〕

ヤマタノオロチ退治神話の舞

台となった山々や、美肌効果

のある温泉があり、自然に恵

まれた世界で唯一たたらの炎

が燃える町です。



古来より続く「鉄」をつくる技術「たたら製鉄」森か
ら得られた砂鉄、木炭、粘土、そして風という自然の
素材だけを扱い、優れた輝を産み出します。原料の砂
鉄は鉄穴流し（かんなながし）と呼ばれる技法により、
山々を切り崩して採取します。世界的に鉱山は荒廃し
たまま放置されますが、鉄穴流し跡は、水田として再
利用し、豊潤な大地として再生され、今も人々の暮ら
しを支えています。自然という相手を理解し、守りな
がら、つくり続ける仕組みは日本における「自然と生
きる」ものづくりの原点です。

たたら製鉄とは

〒699-1592 島根県仁多郡奥出雲町三成358-1奥出雲たたらブランド推進会議（奥出雲町役場まちづくり産業課内）

TEL:0854-54-2524 FAX:0854-54-0052 E-mail:machidukuri@town.okuizumo.shimane.jp

問
合
せ

奥出雲町は、出雲神話発祥の地で、
神話ゆかりの場所も数多く残っており、
古くから「たたら製鉄」で栄え、製鉄
に使われる砂鉄を採取するために行わ
れた「かんな流し」で形成された特徴
的な景観を有しています。
奥出雲町の美味しい特産品を育む農

林畜産業は、たたら製鉄と深い関係が
あり、砂鉄を採るため山々を切り崩し、
その跡地を棚田に再生して「仁多米」
が生まれました。また、鉄の運搬や農
耕などを担った和牛は改良技術を受け
継ぎ、「奥出雲和牛」となりました。
木炭をつくるために約３０年周期で管
理されてきた森林は「しいたけ」の原
木供給林として利用され、森林を伐採
した跡には在来種の「そば」栽培も続
けられてきました。
たたら製鉄が生み出したものは鉄だ

けでなく、奥出雲の大地を造り、多く
の恵みを今もなおもたらしています。

「奥出雲たたらブランド」は、「自然」、「人」、「鉄」が織りなす物語に裏付けされた「もの」
で、その「もの」をとおして「たたら製鉄」の今日的価値と「奥出雲町」という空間、そこで営まれ
ている暮らしの価値を世界に向けて継続的・持続的に発信していきます。
そして、「奥出雲たたらブランド」の認証作品・製品を世界に発信し、日本のモノづくりの心・原

点である「たたら」と「神話とたたらの里 奥出雲町」をPRしていきます。
「奥出雲たたらブランド」は、たたら製鉄の技術や日本刀の中に見ることのできる技と美を象徴

する証であり、奥出雲町のものづくりに関する様々な“思い”を形にして世界に発信していくための証
です。

奥出雲たたらブランドとは

奥出雲たたら展2022 OKUIZUMO TATARA EXHIBITION 2022

H28年度から「たたら」と「奥出雲」をテーマに、刀匠・若
手アーティスト・デザイナーが、現地ワークショップをしな
がら、「たたら製鉄」から生み出された「玉鋼」や「鉄滓」
を素材に、今までにない作品、また、玉鋼の新たな可能性に
挑戦する作品を制作しました。
平成30年度には、地域ブランドとして「奥出雲たたらブラン
ド」を立上げ、認証制度を創設し、全国の刀匠の技がつくり
出した玉鋼製品を「奥出雲たたらブランド」として認証し、
展示しています。また、併せて、「たたら」からもたらされ
た「たたらの恵み」奥出雲町の産品も展示しています。

たたらと奥出雲をテーマにした作品展

燃え続ける炎が

想いをカタチにする

入館料：大人530円／小中学生260円 団体料金：大人410円／小中学生210円

島根県仁多郡奥出雲町横田1380-1

2022.10/8Sat -11/27Sun

奥出雲たたらと刀剣館

目指せ‼世界農業遺産「たたら製鉄が生んだ資源循環型農業」


